
数理・物理コース



・自然科学の基礎学問である数学と物理学の２つの分野を勉強するの
が、この数理・物理コースです。私たちの暮らしを豊かにする科学技
術は物理学や数学などの基礎科学の成果をもとにして発展しています。

・数理・物理コースでは、これらの科学技術の基盤となっている数学
と物理をそれぞれ学ぶと同時に、現代の学問において密接に結びつい
ている両者の関係も学ぶことができます。このコースの主な特徴は定
員40名弱と比較的人数が少なく、家族的な雰囲気があることです。

・さらに、数学の教員免許（中学と高校）が取れるのは本学でこの
コースのみとなっています。教員を目指す学生の人間力や授業力向上
の取り組みなどもあります。また、他大学や世界中の研究者と連絡を
とりながら研究を進めている教員も多いです。

数理・物理コースとは？

理工学部 College of Science and Engineering 数理・物理コースより引用
http://rikou.kanto-gakuin.ac.jp/course/course02.php

http://rikou.kanto-gakuin.ac.jp/course/course02.php


・数学の教員免許（中学と高校）を取るために数学系の教科の履修は
もちろん教員になるための教科も受けなくてはいけません。これらは
土曜日や５時間目や６時間目など遅い時間に行うことが多く、場合に
よっては20時まで授業がありました。
＊（次年度からは6時間目を廃止し授業時間を90分から１００分に変
更などが検討されているとの情報もあるので詳しくはホームページな
どで確認ください。）

・数学系－解析学・代数学・ベクトル解析…
・物理系－基礎物理学・理論電磁気学…
・情報系－数理プログラミング・数値計算法…

計 124 単位以上

・教職系－教育論・学校の制度・道徳教育・教育実習
計 36 単位以上

教職の履修について

どれくらいの量増えるかというと・・・



・大まかなグラフで表すと下図のようになります。
通常の1.25倍ほどの単位を受けることになるので大変ではありますが
将来のために頑張りましょう！
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・大学での数学や物理はどのようなことをやるのか。
難しいことばかりやるイメージがついてしまうかもしれま
せんがそれだけではありません。
・数学や物理の今までは当たり前に使っていた式や理論、
それがどのようにして正しいのか証明にて導いたり
授業によっては今まで知らなかった数学・物理の話など
専門的に習えるからこその理解が多くあります。

・ではその中でも数学では小学生でも分かる内容ながらほ
とんどの人が知らない、面白い話を一つ。
物理では夏によく問題視されていた現象からどのような授
業を行うか、軽くではありますが紹介しましょう。

数理・物理



割り算・・・
・これを見ている方ならほとんどの方ができるであろう四則演算の一つで
す。では988÷4というのを筆算を使用して解いてみてください。

出来ましたか？
・相当な数学マニアックな方以外は左図のように
解いたのではないでしょうか？

ではこれ以外方法の筆算で解いてください…と
言われたとき、あなたならどのように解きますか？
（解き方は自由ですが全ての整数で解けるように）

数学編
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・数理物理コースにいるH.T.君・K.S君は
こう解いてくれました。
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988 : 4  =  247

960 : 4  =  240

28 : 4  =      7

分かりましたかね？
これ実は二人のオリジナルの解き方では
ありません！
ある二つの国の解き方をしているだけです。

・数学は答えこそ決まっていることが多いですがそれまでの手段は
人それぞれ。それこそ数学の楽しさですね。

数学編



エルニーニョ現象
2014年夏から今なお続いている
エルニーニョ現象は、気象庁が
統計を取っている1949年以降
最も長く続いたものとなっている。
エルニーニョ現象とは、
南アメリカから、ペルー沖の
東太平洋の赤道付近の海面水温が
平年に比べ高い状態が続く現象
のことである。

・右図のように大気を通じて世界中に影響を与える。

物理・情報編

参考文献 Newton 2016年12月号 P134～139（執筆今井明子）



・シミュレータによる気候予想を行うための
数値計算などプログラム基礎をならいます。

学んだことを活かして、
4年次卒業研究では、人工衛星に搭載する
観測カメラの開発を行う研究室があります。

右図のは３年の授業：数値計算法（中嶋大准教授）の中から引用した
ものです。

物理・情報編



・現在コロナウイルスによって大学のほうではなくオンライン授業にての
授業のみのことが多く。資料不足な部分が多いのでここでは去年の授業風
景や学園祭の写真をいくつか。また落ち着いてきそうであればここにて載
せる平潟祭などで、ぜひ雰囲気を見てください。

大学内の様子

平潟祭 授業風景（解析学 大谷信一准教授）



・8月16日（日）にZOOMにて相談会を
12時から16時まで行います。
質問がある方はそちらをご利用ください。
・Twitter（@kgumathphys）でも情報公開し
てるのでそちらもぜひご覧ください

・また11月にある平潟祭でも天文部にてこのパワーポイント作成者（川
原）のほうが天球によるプラネタリウムなど行う予定なので ぜひいらし
てください。
（2020年07月23日現在の情報であり 変更する場合があります。）

最後に



この５枚のカードを使ってあなたの誕生日を当てます。
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